
奥
村
家
蔵
『
波
多
野
流
詠
曲
師
椿
口
訣
』

解
題
・
翻
刻

は
じ
め
に

　
　
『
波
多
野
流
詠
曲
師
俸
口
訣
』
は
、
京
都
を
中
心
に
伝
え
ら
れ
た
平
曲
波
多

野
流
の
節
博
士
に
つ
い
て
の
口
伝
集
で
あ
る
。
奥
書
に
は
、

　
　
此
一
巻
は
今
枝
栄
斉
老
中
野
検
校
よ
り
口
授
せ
ら
れ
し
所
を
記
さ
れ
た
る

　
　
也
其
原
本
は
職
の
秘
蔵
本
と
た
る
波
多
野
一
流
の
口
訣
を
し
る
し
て
実
に

　
　
末
代
の
亀
鑑
と
も
た
る
へ
き
者
歎

　
　
　
文
政
十
亥
年
閏
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
浪
検
校
門
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
雪
堂
謹
写

と
あ
り
、
原
本
は
、
中
野
検
校
の
口
伝
を
今
枝
栄
斉
（
栄
済
と
も
）
が
書
き
と

め
た
も
の
で
、
こ
の
書
物
は
、
そ
れ
を
藤
井
雪
堂
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
解
題
に
も
示
す
よ
う
に
、
裏
表
紙
に
は
「
岸
浪
氏
所
蔵
」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
岸
浪
と
い
う
人
物
は
、
も
ち
ろ
ん
雪
堂
の
師
岸
浪
検
校
で
あ
る
。

岸
浪
検
校
は
、
館
山
漸
之
進
氏
が
引
用
し
て
い
る
、
波
多
野
流
最
後
の
検
校
藤

　
　
　
　
　
奥
村
家
蔵
『
波
多
野
流
詠
曲
師
俸
口
訣
』
解
題
・
翻
刻

生
　
　
形

貴
　
　
重

　
　
　
　
○

村
検
校
の
説
に
よ
れ
ぱ
、
流
祖
波
多
野
孝
一
よ
り
三
代
目
の
人
で
あ
る
。
ま
た
、

後
述
す
る
よ
う
に
ー
、
こ
の
書
を
所
蔵
す
る
奥
村
氏
は
、
藤
村
検
校
の
師
で
、
岸

浪
検
校
の
三
代
後
の
検
校
奥
村
検
校
の
孫
に
あ
た
ら
れ
る
。
こ
の
奥
村
家
に
所

蔵
さ
れ
る
文
書
の
多
く
は
、
岸
並
（
浪
）
・
権
田
・
寺
内
等
の
蔵
書
を
示
す
墨
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
名
が
波
多
野
流
代
々
の
検
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の

書
物
が
京
都
の
検
校
屋
敷
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
さ
て
、
周
知
の
と
お
り
藤
井
雪
堂
は
、
平
曲
の
解
説
書
『
追
増
平
語
偶
談
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
著
者
で
あ
る
。
　
『
追
増
平
語
偶
談
』
は
、
冨
倉
徳
次
郎
氏
の
解
説
に
よ
れ
ぱ
、

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
夏
に
彼
が
著
し
た
『
平
語
偶
談
』
を
、
天
保
五
年

（
一
八
三
四
）
夏
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
平
語
偶
談
』
の
成
立
年
代

か
ら
考
え
て
、
　
『
平
語
偶
談
』
が
『
波
多
野
流
詠
曲
師
俸
口
訣
』
を
書
写
し
た

直
後
に
著
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
点
で
も
き
わ
め
て
貴
重
な
資
料
で

あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
　
『
追
増
平
語
偶
談
』
と
『
波
多
野
流
詠
曲
師
俸

口
訣
』
を
比
べ
て
み
る
と
、
　
『
追
増
平
語
偶
談
』
の
中
巻
に
当
た
る
節
博
士
の

解
説
が
、
き
わ
め
て
忠
実
に
こ
の
口
伝
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
　
　
　
奥
村
家
蔵
『
波
多
野
流
詠
曲
師
傳
口
訣
』
解
題
・
翻
刻

明
ら
か
に
こ
の
口
伝
の
内
容
が
波
多
野
流
の
問
に
永
く
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
さ
に
雪
堂
自
ら
が
そ
の
著
の
上
巻
に
当
た
る
部

分
の
末
尾
に
、

　
　
己
以
は
竹
葬
老
の
説
に
原
き
て
、
節
博
士
を
論
す
る
也

と
述
べ
て
い
る
と
お
り
次
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
竹
葦
老
」
に
つ
い
て
は
、
　
『
追
増
平
語
偶
談
』
に
も
書
か
れ
て
い
る

と
お
り
、
今
枝
栄
斉
そ
の
人
で
あ
る
。
彼
は
、
波
多
野
流
の
譜
本
も
書
写
し
て

い
た
ら
し
い
。
　
『
追
増
平
語
偶
談
』
に
は
、

　
　
一
波
多
野
流
譜
本
十
二
巻
並
れ
阯
都
批
扮
て
當
流
中
興
中
野
検
校
門
人
今
枝

　
　
栄
斉
翁
親
筆
也
　
譜
本
今
枝
氏
の
家
に
俸
　
頗
精
撰
之
譜
也

と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
　
『
波
多
野
流
詠
曲
師
俸
口
訣
』
の
冒
頭
部
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ク
ア
ソ
シ
ル
ス

も
、
後
に
翻
刻
で
示
す
よ
う
に
、
表
題
の
次
行
下
部
に
「
竹
蕎
録
」
と
あ
り
、

こ
の
書
物
が
、
右
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
雪
堂
の
自
筆
本
で
あ
り
、
か
つ
波
多
野

流
平
曲
の
み
た
ら
ず
、
平
曲
研
究
上
で
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
今
枝
栄
斉
と
中
野
検
校
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
毘
在
不
明
で
あ

る
。
た
だ
、
　
『
追
増
平
語
偶
談
』
に
は
彼
の
名
を
記
す
と
き
に
は
「
今
枝
栄
済

一
　
　
　
　
　
　
　
．
　

老
・
合
枝
栄
済
翁
」
と
い
う
具
合
に
、
必
ず
「
老
．
翁
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
書
き
ぶ
り
か
ら
推
す
と
、
先
の
引
用
部
の
「
今
枝
氏
の
家
」
と
い
う
表
記

は
、
当
時
既
に
栄
斉
は
没
し
て
い
た
の
で
は
匁
い
か
と
も
思
わ
せ
る
。
と
も
あ

れ
、
雪
堂
が
敬
愛
し
て
お
り
、
彼
よ
り
相
当
年
輩
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

十
八
世
紀
た
か
ば
ご
ろ
か
ら
十
九
世
紀
初
め
に
活
躍
し
た
人
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
中
野
検
校
に
つ
い
て
も
詳
か
に
そ
の
伝
え
を
知
り
え
な
い
が
、
冨
倉
氏
は
、

雪
堂
に
つ
い
て
の
解
説
で
、
「
（
雪
堂
は
）
性
温
重
、
平
曲
を
中
野
検
校
に
学
ん

だ
か
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
た
だ
、
中
野
検
校
は
栄
斉
の
師
で
も
あ
る
の
で
、

栄
斉
と
同
世
代
の
人
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
　
『
平
家
音
楽
史
』
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
平
家
詞
曲
目
、
寛
保
二
年
秋
七
月
、
桜
町
上
皇
、
亦
聴
二
河
瀬
意
一
、
中

　
　
野
順
一
之
所
７
唱
。
藤
村
誠
薫
為
介
、
當
時
悉
其
秘
曲
、
此
為
二
奇
偶
一

と
い
う
、
　
「
平
家
詞
曲
」
の
記
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
寛
保
二
年
（
一
七

四
二
）
と
い
う
年
代
か
ら
考
え
て
、
こ
の
中
野
順
一
と
同
一
人
物
か
も
知
れ
た

　
　い
。
と
す
る
た
ら
ば
、
右
の
河
瀬
検
校
が
波
多
野
孝
一
没
後
波
多
野
流
の
秘
伝

を
極
め
た
人
で
あ
り
、
彼
の
死
後
一
時
波
多
野
流
が
そ
の
伝
え
を
失
っ
た
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
河
瀬
検
校
と
同
一
時
期
に
活
躍
し

て
い
た
中
野
順
一
が
、
こ
の
中
野
検
校
で
あ
る
か
も
知
れ
た
い
。
ま
た
、
今
目

波
多
野
流
の
系
譜
は
、
　
『
平
家
音
楽
史
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
藤
村
性
禅
の

説
」
が
定
説
化
し
て
い
る
が
、
波
多
野
孝
一
か
ら
次
の
岸
都
検
校
の
問
に
は
、

少
し
時
間
的
な
空
白
が
あ
り
、
右
の
河
瀬
・
中
野
検
校
は
、
そ
の
辺
り
に
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
人
の
よ
う
に
も
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
先
に
引
用
し
た
部
分
に

あ
る
「
当
流
中
興
」
の
人
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
点
か
ら
も
ま
た
、
　
『
波
多
野
流
詠
曲
師
俸
口
訣
』
は
、
相
当
古
く
か



ら
当
道
の
人
々
の
問
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
口
伝
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
次
に
、
こ
の
書
物
の
内
容
構
成
に
つ
い
て
。
内
容
は
、
平
曲
の
節
博
士
の
詳

細
た
解
説
の
都
、
小
秘
事
の
譜
本
の
部
、
擁
譜
の
部
の
三
都
か
ら
な
っ
て
い
る
。

こ
の
内
の
後
の
二
都
は
、
後
に
付
げ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る

「
口
訣
」
に
１
当
た
る
の
は
、
そ
の
第
一
部
で
あ
る
。
本
書
の
全
容
に
っ
い
て
は
、

改
め
て
奥
村
家
当
道
資
料
と
し
て
報
告
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
「
口
訣
」
の
都
分
を
翻
刻
し
、
平
家
物
語
研
究
や
当
道
史
・
平
曲
研

究
の
一
資
料
と
し
た
い
。
左
に
解
題
を
記
し
、
本
文
を
示
す
。

　
　
　
　
　
解
題

　
所
蔵
者
　
　
京
都
市
左
京
区
烏
丸
丸
太
町
下
ル
　
奥
村
俊
郎
氏

　
表
紙
　
　
　
薄
茶
色
の
地
に
茶
色
の
細
い
横
線
模
様
。

　
　
　
　
　
　
タ
テ
ニ
十
七
・
二
ｍ

　
　
　
　
　
　
ヨ
コ
十
九
・
二
ｍ

　
　
　
　
　
　
中
央
部
に
タ
テ
十
九
・
八
ｍ
、
ヨ
コ
八
ｍ
の
白
地
題
簸
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
「
波
多
野
流
詠
曲
師
俸
口
訣
」
と
墨
書
。

　
嚢
表
紙
　
　
表
紙
と
同
じ
地
。
中
央
下
部
に
「
岸
浪
氏
書
蔵
」
と
墨
書
。

木
文
　
　
　
三
十
九
枚
。
そ
の
内
「
口
訣
」
部
一
頁
十
一
行
書
き
、
二
十
四

　
　
　
　
　
枚
。
譜
本
部
一
頁
七
行
書
き
、
十
一
枚
。
援
譜
部
一
頁
六
行
書

　
　
　
　
　
き
、
四
枚
。
　
（
但
し
、
最
終
頁
は
奥
書
）

　
奥
書
　
　
　
先
に
引
用
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　
奥
村
家
蔵
『
波
多
野
流
詠
曲
師
傳
口
訣
』
解
題
・
翻
刻

装
噴
　
　
　
和
綴
。

保
存
状
態
　
良
好
。

　
そ
の
他
か
な
づ
か
い
等
、
表
記
は
原
木
の
ま
ま
。
節
博
十
の
記
号
は
、
補
注

に
示
す
。

　
　
　
　
「
波
多
野
流
詠
曲
師
傳
口
訣
」
本
文

　
　
　
　
　
　
　
　
エ
イ
キ
ョ
ク
シ
デ
ソ
ク
ケ
ツ

　
　
　
平
家
物
語
詠
曲
師
傳
口
訣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ク
ア
ソ
シ
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
奄
録

　
　
ク
　
ド
キ
　
　
　
　
　
　
　
モ
ソ
ゴ
ソ
ジ
　
ジ
ツ
　
　
キ
　
シ
ヨ
ウ
　
ウ
ツ
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ウ
タ
ツ
　
ウ
ヘ
　
　
　
　
ッ
　
ゼ
ソ

一
　
口
説
　
平
家
の
文
言
事
実
に
気
象
の
移
る
事
は
上
達
の
上
に
て
自
然
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
タ
リ
　
　
　
　
　
ナ
ラ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ト
ヱ
　
イ
ク
サ
　
　
　
グ
ソ
シ

　
な
れ
と
も
其
所
六
に
て
語
や
う
は
習
あ
る
事
た
り
警
は
軍
物
語
軍
士
の
出
立

　
ユ
ウ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ロ
　
　
ツ
ヨ
　
　
　
　
　
カ
ウ
ヲ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ツ

勇
子
の
言
葉
な
と
は
声
潤
く
強
く
し
て
甲
乙
を
は
き
と
分
て
気
の
引
は
り
つ

　
　
　
カ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
イ
ミ

　
よ
く
甲
の
所
に
て
ゆ
っ
た
り
と
乙
の
慮
に
て
よ
す
る
意
味
あ
り
其
体
げ
た
げ

　
　
　
ヲ
モ
ム
キ
　
　
　
　
ヨ
ノ
ツ
ネ
　
　
ク
　
ト
キ

　
な
る
趣
た
り
尋
常
の
口
説
は
甲
乙
を
し
か
と
分
て
声
を
和
ら
か
に
１
す
れ
は

　
　
　
カ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ヨ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
シ
ス
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
シ

甲
乙
に
角
た
く
し
て
丸
く
聞
ゆ
る
た
り
九
口
説
は
平
家
の
礎
と
知
へ
し
枝

　
ヲ
リ
ク
　
ト
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ベ
　
　
　
　
　
　
タ
イ
テ
イ
コ
エ
　
　
ギ
ソ
ヤ
ハ
　
　
　
　
　
ソ
ノ
ネ

折
口
説
は
意
味
ふ
か
ぎ
ま
て
は
演
が
た
し
大
低
声
の
吟
和
ら
か
に
其
根
よ
は

　
　
　
カ
ウ
　
　
ト
コ
ロ
　
　
　
　
テ
ウ
シ
　
　
　
ア
グ
　
　
　
　
　
　
コ
ヱ
　
　
ハ
ラ
　
　
フ
　
セ
イ
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ウ
ピ

　
か
ら
ず
甲
の
所
に
て
は
調
子
は
挙
れ
と
も
声
は
張
ず
風
情
は
た
は
だ
優
美
に
ー

　
ク
ラ
ヒ
　
　
　
　
タ
イ
イ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ル
　
　
イ
タ
ツ
　
　
　
ア
チ
　
　
イ
テ
　
　
　
　
ト
コ
ロ

位
あ
る
を
第
一
と
す
し
ほ
り
と
は
和
ら
か
成
の
至
っ
て
味
の
出
た
る
所
に
て

　
　
　
　
　
コ
ウ
チ
ウ
　
　
　
ジ
ユ
ク
　
　
　
イ
ミ
シ
ソ
チ
ヨ
ウ
　
　
　
ヱ

気
の
は
り
と
口
中
の
わ
ざ
熱
せ
ら
れ
は
意
味
深
長
の
慮
は
得
が
た
か
ら
ん
よ

　
　
　
コ
ヱ
　
　
　
　
ヵ
タ
　
　
　
　
イ
フ
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ハ
リ
　
　
　
　
　
ヒ
ウ
リ
　
ア
ヒ
ハ
ソ
　
　
　
　
ソ
ノ
キ
　
　
　
イ
ツ

　
は
き
声
に
て
語
る
と
云
事
に
は
あ
ら
ず
強
り
吟
と
表
裏
相
反
し
て
其
撲
は
一

　
　
イ
カ
リ
ク
ト
キ
　
　
ヒ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ノ
テ
イ
　
　
　
　
モ
チ
ロ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ラ

な
り
恕
口
説
は
一
す
ね
す
ね
た
る
が
其
体
な
り
勿
論
ち
か
ら
よ
は
き
を
嫌
ふ

　
タ
チ
ヤ
　
　
　
　
　
　
タ
チ
マ
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
チ
ウ
　
　
ハ
タ
ラ
　
ク
イ
イ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ロ
ィ
　
シ
毛

忽
ち
っ
よ
く
忽
ち
ょ
は
し
口
中
の
働
き
第
一
た
り
こ
は
り
の
事
は
拾
の
下
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
　
奥
村
家
蔵
『
波
多
野
流
詠
曲
師
傳
口
訣
』
解
題
・
翻
刻

ツ
マ
ヒ
ー
フ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ソ
　
　
　
　
コ
ウ
チ
ー
ワ
　
　
　
　
ハ
タ
ヲ
　
　
ヲ
ツ
　
　
　
　
一
テ
ヵ
ラ

詳
か
に
論
ず
口
中
の
働
き
乙
の
力
に
有
り
と
知
へ
し

　
チ
ウ
オ
ソ
　
　
ク
イ
テ
イ
チ
ウ
オ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
チ
ウ
　
　
　
　
　
　
ク
タ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ク

　
中
音
　
大
低
中
音
は
ゆ
つ
た
り
と
初
重
中
音
と
降
中
音
と
は
さ
ら
り
と
語

　
ナ
ラ
ヒ
　
サ
ソ
ス
イ
　
　
フ
ウ
ケ
イ
マ
ク
　
　
ケ
　
シ
キ
　
　
　
　
ヒ
ト
　
　
ス
マ
ヒ
　
　
　
　
カ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ウ

る
習
也
山
水
の
風
景
又
は
景
色
あ
る
人
の
栖
居
た
と
書
き
っ
ら
ね
た
る
中
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
そ
チ
タ
チ
　
　
　
　
　
　
ヒ
ロ
　
　
　
　
カ
タ
　
　
　
　
　
　
ナ
ガ

は
声
ほ
が
ら
か
に
ゆ
っ
た
り
と
気
持
立
の
び
て
潤
六
と
語
る
な
り
眺
め
や

　
キ
シ
ヤ
ウ
　
　
　
　
ア
イ
シ
ヤ
ウ
カ
ソ
カ
イ
イ
ミ
　
７
カ
　
　
チ
ウ
オ
ソ
　
　
コ
エ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ハ
　
　
　
　
　
　
カ
ク
　
　
ヲ
そ

る
気
象
あ
り
衰
傷
感
慨
意
味
深
き
中
音
は
声
を
し
め
て
和
ら
か
に
語
る
思
ひ

イ
レ
　
　
　
　
ヨ
、
ロ
　
　
　
ヨ
ヱ
　
　
シ
ム
　
　
　
　
　
ヨ
エ

入
た
る
意
な
り
声
を
〆
る
と
は
声
を
ほ
そ
く
す
る
に
は
あ
ら
す
乙
よ
り
す
り

　
　
　
　
モ
ト
　
　
　
　
　
　
キ
シ
ヤ
ウ
　
　
ノ
ピ
　
　
ョ
・
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ハ
　
キ
ウ
　
　
　
　
タ
イ
テ
イ
フ
シ
　
　
ト
コ
ロ

出
す
声
を
本
と
し
て
気
象
の
延
ぬ
意
な
り
中
音
の
序
破
急
と
は
大
低
節
の
所

　
　
　
　
　
　
凸
ク
ト
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
シ
　
　
　
　
ト
３
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
、
口

に
て
は
と
く
と
行
届
く
や
う
に
ゆ
っ
た
り
と
節
な
き
虜
に
て
は
よ
す
る
意
な

り

　
シ
ヨ
ジ
ウ
　
　
セ
ソ
タ
イ
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
　
　
　
　
ア
ラ

　
初
重
　
全
体
さ
ら
り
と
語
る
べ
し
は
や
き
事
に
は
非
ず
ね
ぱ
ら
ぬ
や
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
目
ハ
　
キ
ウ
　
　
ク
イ
イ
チ
　
　
　
　
ケ
　
シ
キ
　
　
ノ
ヘ

と
の
事
た
り
ひ
っ
と
り
序
半
急
を
第
一
と
す
気
色
を
演
さ
る
は
さ
ら
り
と
し

　
ヤ
ハ
　
　
　
　
　
　
イ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
ヤ
ウ

て
和
ら
か
な
る
よ
し
意
味
ふ
か
き
初
重
は
甲
乙
妻
く
模
様
あ
り
声
を
し

　
　
シ
　
ヲ
凹
　
　
ヨ
・
日
ア
ル
ト
コ
ロ
　
　
　
　
　
ク
ラ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
　
　
　
イ
レ
　
　
　
　
　
ト
ヨ
日

め
て
枝
折
の
意
有
慮
も
あ
り
位
あ
る
初
重
は
一
段
声
に
根
を
入
て
は
る
所

　
　
　
　
　
カ
タ
ル
　
イ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
目
ソ
　
　
　
　
シ
ヨ
ガ
ク

は
父
び
ろ
に
語
る
其
意
味
は
た
は
だ
む
つ
か
し
き
な
り
九
中
音
初
重
は
初
学

　
毛
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ウ
タ
ツ

の
老
も
は
や
く
入
や
す
く
又
上
達
の
上
に
て
は
以
の
外
む
っ
か
し
き
事
た
り

　
　
　
　
　
　
ク
　
ジ
＾

位
あ
初
重
る
別
に
口
受
あ
り

　
オ
リ
ョ
ェ
　
　
ヨ
レ
マ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ヨ
ソ
ア
ヒ
シ
ヤ
ウ
カ
ソ
ヵ
イ
イ
ミ
　
　
　
　
　
　
カ
ナ
ラ
ズ
コ
レ

　
折
音
　
是
又
む
っ
か
し
き
声
也
九
哀
傷
感
慨
意
味
あ
る
虚
に
必
是
を
用
ゆ

セ
ソ
タ
イ
　
　
　
　
ゴ
ユ
　
　
　
　
ヲ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
チ
　
　
　
　
ア
ク

全
体
す
り
音
に
て
乙
よ
り
は
り
出
す
甲
ソ
た
ら
で
は
味
な
し
飽
ま
て
和
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
カ
ソ
目
ウ

に
し
ほ
り
あ
る
を
肝
要
と
す

　
ミ
ネ
ヨ
ユ
　
　
イ
ロ
コ
ヘ
ト
ウ
イ
　
　
　
　
タ
カ
　
　
ア
ガ
　
　
　
　
　
イ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ヘ

　
峯
音
　
色
声
同
意
た
り
高
く
挙
る
よ
り
言
は
み
ね
声
た
り
声
の
姿
よ
り
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

　
　
　
　
ヨ
エ
ナ
リ
オ
リ
コ
ユ
　
　
テ
フ
シ
　
　
　
オ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ノ
イ
　
ミ
　
　
　
オ
ホ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
リ

ヘ
は
い
ろ
声
也
折
声
と
調
子
は
同
じ
げ
れ
ど
も
其
意
味
は
大
に
た
が
へ
り
折

３
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ク
　
　
イ
■
　
　
９
ノ
フ
タ
　
　
　
　
ヨ
ユ
　
　
８
ツ
ネ
ソ
　
　
オ
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ヨ
フ
　
ヨ
、
口

音
は
し
っ
と
り
と
語
り
出
す
此
弐
ツ
の
声
は
忽
然
と
思
ひ
が
げ
た
く
催
す
意

　
　
オ
凹
ヨ
ユ
　
　
　
　
　
　
フ
ウ
ケ
イ
ア
凹
　
　
コ
、
ユ
（
マ
マ
）

あ
り
折
音
よ
り
は
風
景
有
と
心
得
へ
し

　
サ
シ
ヨ
ヱ
　
　
コ
ヱ
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ソ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
、
ロ
　
　
　
イ
ツ
ヵ

　
指
声
　
声
の
さ
す
を
本
意
と
す
さ
す
と
は
声
の
う
か
ぶ
意
な
り
居
着
ざ
る

　
　
　
ア
ク
　
　
　
　
カ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ハ
　
　
　
　
　
　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
ソ
ヨ
ウ
　
　
　
　
オ
ホ

を
い
ふ
飽
ま
で
軽
く
う
か
ん
て
和
ら
か
に
根
の
し
ま
り
た
る
を
肝
要
と
す
多

　
　
オ
リ
コ
エ
　
　
ゼ
ソ
ゴ
　
ア
イ
ツ
ラ
ナ
　
　
オ
リ
ヨ
ヱ
　
　
　
フ
　
ゼ
イ
ヘ
ウ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ノ
シ
ソ
イ
　
　
　
ユ

く
は
折
音
と
前
後
相
連
る
折
音
と
は
風
情
表
裏
せ
ざ
れ
は
其
真
意
を
得
ず

カ
ヘ
ス
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ロ

返
々
も
声
の
お
も
き
を
嫌
ふ

　
サ
ソ
チ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ハ
ヱ
イ
　
　
イ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
ム

　
三
重
　
是
は
こ
れ
平
家
の
花
英
と
謂
つ
べ
し
声
の
善
悪
有
無
に
よ
る
事
に

　
ア
ヲ
　
　
　
　
　
ツ
タ
ナ
　
　
　
　
ヤ
ウ
　
　
ア
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ソ
タ
イ
８
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
カ
　
　
　
　
ソ
ノ

は
非
ず
風
情
拙
か
ら
ぬ
様
に
有
た
き
事
た
り
全
体
声
ほ
が
ら
か
に
浮
ん
で
其

ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ノ
ヨ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ト
ヱ
　
オ
ホ
ソ
ラ
　
　
ツ
ル
　
　
マ
ゥ

根
よ
は
か
ら
ず
其
声
つ
よ
か
ら
ず
せ
は
く
し
か
ら
ず
警
ぱ
大
空
に
鶴
の
舞

　
ゴ
ト
　
　
　
イ
ェ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゥ
カ
　
　
　
ソ
ノ
フ
ゼ
イ
　
　
　
ソ
ノ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
イ
ハ
ユ
ル
ヲ
ツ

が
如
し
と
言
り
声
ほ
が
ら
か
に
浮
ふ
は
其
風
情
た
り
其
根
っ
よ
き
は
所
謂
乙

　
　
　
　
イ
〆
　
　
　
コ
エ
　
　
　
　
コ
ヱ
　
　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
チ
　
　
　
　
フ
シ
　
　
ウ
ル
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

よ
り
は
り
出
す
声
な
り
声
の
根
よ
げ
れ
ぱ
味
な
く
節
も
美
し
か
ら
ず
し
て
小

ウ
ク
ヨ
ェ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ェ
　
　
　
　
ア
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
　
ガ
　
　
　
フ
　
ゼ
イ
　
　
ウ
シ
ナ

寄
声
の
や
う
に
ー
た
れ
ぱ
い
か
ほ
と
声
よ
く
挙
り
て
も
平
家
古
雅
の
風
情
を
失

　
　
ロ
ソ
　
オ
ヨ
バ
タ
ト
ヱ
イ
カ
ノ
ポ
　
　
ヲ
　
　
キ
レ
　
　
　
ゴ
ト
　
ソ
ノ
コ
ヱ
　
　
　
　
　
ツ
ク
ナ

ヘ
ぱ
論
に
及
す
警
は
紙
鳶
登
り
の
緒
の
切
た
る
か
如
し
其
声
っ
よ
げ
れ
は
拙

　
フ
シ
ィ
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
シ
マ
ツ
タ

き
節
出
て
い
や
し
く
て
聞
も
う
る
さ
し
註
く
し
げ
れ
は
節
全
か
ら
ず
。

そ
ト
　
　
　
　
　
’
ウ
ピ
　
　
　
タ
イ

本
よ
り
優
美
の
体
た
し

　
カ
ウ
ノ
コ
ヱ
　
ギ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
モ
チ
　
　
　
　
ナ
リ
セ
ソ
タ
イ
　
　
　
　
ヨ
エ
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ク

　
甲
声
　
吟
っ
よ
き
は
持
ま
へ
也
全
体
す
り
声
た
る
事
を
能
々
心
得
へ
し
す

　
ゴ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ウ
ノ
コ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
エ
　
　
　
　
ヲ
ツ

り
声
た
ら
さ
れ
は
甲
声
に
な
ら
ず
す
り
声
と
は
乙
よ
り
十
分
に
っ
よ
く
す
り

イ
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ト
バ
　
　
　
　
ノ
ベ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
シ

出
す
声
に
て
し
ぶ
と
く
す
ね
た
る
か
た
ち
あ
り
言
葉
に
述
が
た
き
所
あ
り
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ヨ
ロ

は
は
る
所
よ
り
は
ら
ざ
る
所
を
心
得
へ
し
は
る
所
に
は
力
あ
り
は
ら
さ
る
所



　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
エ
　
　
　
ヒ
ロ

に
は
ち
か
ら
ゆ
る
ま
る
故
也
拾
ひ
よ
り
は
各
別
ち
か
ら
つ
よ
く
調
子
も
少
し

　
　
　
　
　
　
　
フ
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
テ
ト
コ
ロ
　
シ
ラ

か
る
と
心
得
へ
し
節
ぱ
か
り
気
を
は
り
て
語
り
て
も
声
の
出
所
を
知
さ
れ
は

キ
　
セ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ
　
　
ツ
７
メ
ソ

気
勢
ぱ
か
り
に
て
尼
か
十
面
っ
く
り
た
が
る
が
如
し

　
　
ヒ
ロ
イ
　
カ
７
ヲ
ツ
チ
ウ
ア
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
イ
ガ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
コ
ハ

一
　
拾
甲
乙
中
當
り
に
心
を
用
ひ
開
合
を
わ
け
て
強
り
を
第
一
と
す
っ
よ
く

オ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ガ
ゴ
ト
　
　
　
　
コ
ウ
チ
ウ
カ
ロ

押
付
る
様
に
語
る
を
強
り
と
心
得
た
る
大
た
る
僻
事
な
り
口
中
軽
く
白
由

　
　
　
　
　
コ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ラ
　
　
ヤ

な
ら
ざ
れ
は
強
る
こ
と
な
り
か
た
し
乗
り
か
二
る
を
嫌
ふ
問
ぬ
げ
の
す
る

　
キ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ラ
　
　
シ
　
ジ
ウ
ユ
．
ミ
　
　
ツ
ル

を
嫌
ふ
が
く
く
と
が
く
つ
く
を
嫌
ふ
も
た
れ
か
か
る
を
嫌
ふ
始
終
弓
の
絃

　
　
ハ
リ
　
　
　
　
　
ゴ
ト
　
　
　
イ
ヘ
　
　
　
目
ツ
　
　
ヤ
マ
ヒ
　
シ
ヨ
シ
ソ
　
　
　
カ
ヘ
ツ
テ
プ
ジ
　
　
　
　
ヨ
　
ホ
ド
テ

を
張
た
る
が
如
し
と
言
り
此
四
の
病
は
初
心
に
は
却
而
無
事
な
り
余
程
手
に

イ
リ
　
　
　
　
　
ア
ル
コ
ト
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ソ
ク
　
　
　
ヨ
ク
テ
　
　
イ
リ
コ
エ

入
た
る
に
有
事
也
乗
か
上
る
と
は
節
も
文
句
も
能
手
に
入
声
も
あ
ぶ
な
げ
な

　
イ
ヅ
　
　
　
　
テ
フ
シ
　
　
　
ノ
ツ
　
　
　
ユ
ク
　
　
イ
７
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ィ
リ
ヤ
ク
テ
　
　
イ
ツ
　
　
オ
チ
ツ
イ

く
出
れ
は
調
子
に
乗
て
行
を
言
問
ぬ
げ
と
は
是
も
大
薯
手
に
入
て
落
着
た

　
　
　
ナ
ロ
ス
ギ
　
　
　
　
テ
イ
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
シ
　
　
　
　
　
イ
リ
コ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
９

が
は
に
成
過
た
る
体
也
が
く
っ
く
と
は
節
も
手
も
入
声
も
よ
く
出
れ
ど
も
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ケ
　
　
　
　
フ
シ
ハ
カ
セ

よ
り
は
り
出
す
慮
の
ち
か
ら
た
く
気
の
ひ
つ
は
り
無
れ
は
節
博
士
が
手
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ツ
タ

す
ぎ
て
よ
く
ま
は
る
故
に
一
ツ
〈
は
た
し
て
見
れ
ば
至
極
全
た
け
れ
ど
も

ヒ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ソ
　
　
キ
レ

引
ぱ
り
な
き
故
丘
ツ
く
縁
が
切
て
が
っ
く
と
す
る
を
い
ふ
走
れ

か
か
る
と
は
是
又
節
も
よ
く
手
に
入
た
る
故
に
１
声
も
十
分
よ
く
出
て
声
っ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ツ

く
成
て
其
っ
よ
き
声
を
以
て
其
節
く
に
っ
よ
く
あ
て
無
二
無
三
に
っ
よ
く

　
　
　
ユ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ボ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
リ
ロ
レ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ヨ

押
付
て
行
是
を
こ
は
り
と
覚
へ
た
る
を
い
ふ
也
是
等
は
皆
初
心
の
及
ば
さ
る

　
　
　
百
　
ホ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ロ
ト

所
に
て
余
程
手
に
入
た
る
う
へ
の
病
な
り
し
か
も
み
な
素
人
ず
き
の
す
る
事

ニ
　
　
ソ
モ
く
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
奪

共
な
り
抑
強
り
と
言
は
っ
よ
き
声
を
出
し
て
喧
し
く
い
ひ
ち
ら
す
事
に
は

ア
ラ
　
　
ソ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
７
ツ
ツ
ケ

非
す
其
で
は
つ
よ
き
声
に
申
付
て
平
家
を
語
ら
し
む
る
と
言
者
也
左
様
の
義

　
　
　
　
　
奥
村
家
蔵
『
波
多
野
流
詠
曲
師
傳
口
訣
』
解
題
・
翻
刻

　
　
　
　
　
ス
ペ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
タ
ツ

に
て
は
た
し
惣
て
っ
よ
き
物
の
至
て
っ
よ
け
れ
は
ぶ
り
く
と
し
て
す
な
ほ

　
　
　
　
　
　
　
ツ
　
ゼ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ウ

に
行
ぬ
お
も
む
き
自
然
と
其
中
よ
り
生
ず
る
も
の
也
是
を
こ
し
ら
へ
て
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
カ
ナ
ラ
ズ
　
　
　
そ
ト

事
に
は
あ
ら
す
あ
た
ま
か
ち
に
１
っ
よ
き
も
の
其
根
必
よ
は
し
本
よ
り
声
の

キ
ソ吟
は
つ
よ
げ
れ
共
、
声
の
す
か
た
よ
り
は
其
根
の
つ
よ
き
所
よ
り
自
然
と
味

　
　
　
ク
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ノ
コ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ク

の
出
て
来
る
を
先
づ
こ
は
り
と
暑
一
口
た
り
其
強
り
を
と
く
と
執
へ
お
お
せ
て
語

　
　
　
ソ
ノ
イ
ミ
　
ゴ
ソ
ゴ
　
　
　
　
ノ
ベ
　
　
　
　
　
コ
・
　
　
ク
ト
ヘ
　
モ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
ワ
カ
　
　
サ
カ

る
事
也
其
意
些
言
語
に
は
述
か
た
し
隻
に
警
を
以
て
い
は
ん
若
く
壮
ん
た
る

ヒ
ト
　
　
シ
ヨ
ウ
　
フ
ク
　
　
ゴ
ト
　
　
イ
キ
　
　
　
　
　
　
　
ナ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

人
の
笙
を
吹
が
如
し
気
も
っ
よ
く
長
く
し
て
笠
の
音
も
ふ
と
く
っ
よ
し
是
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
タ
　
　
　
コ
ト
　
　
ヤ
タ
ラ
フ
ハ
イ
　
　
コ
ウ
ツ
ヤ

た
は
ち
つ
よ
き
声
を
出
し
て
平
家
を
語
る
か
如
し
又
老
輩
の
功
老
な
る
人
の

　
　
　
　
イ
キ
　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ノ
ネ

笙
を
吹
は
気
も
っ
よ
く
壮
ん
な
る
事
は
有
ま
じ
げ
れ
ど
も
其
音
も
ふ
と
く
た

　
　
　
　
キ
コ
　
　
　
　
　
　
　
イ
ク
ナ
リ
　
カ
ノ
ワ
カ

く
ま
し
く
聞
へ
其
中
に
び
り
く
と
び
£
る
も
の
出
で
来
る
也
是
を
彼
若
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ツ
ク
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
チ
ア
リ
ヨ
レ
ラ
　
　
　
毛
ツ
　
　
　
　
タ
イ

人
の
笙
の
音
と
く
ら
ぶ
れ
は
抜
群
に
つ
よ
く
し
か
も
味
有
是
等
を
以
て
其
大

リ
ヤ
ク
ガ
　
テ
ソ
　
　
　
　
　
カ
ノ
ワ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

略
を
合
点
す
へ
し
彼
若
き
人
は
声
に
笠
を
吹
せ
て
お
く
ぱ
か
り
也
余
ほ
ど
手

　
イ
ラ
　
　
　
　
　
　
コ
ノ
バ
　
　
　
　
　
　
　
イ
タ
ル
　
　
　
　
　
　
　
カ
ノ
ラ
フ
シ
ヤ
　
　
ソ
ツ
コ
ツ
　
　
　
　
フ
カ
　
　
イ
吋
〆
イ
キ
　
イ
タ
サ

に
入
ず
ん
ぼ
此
場
ま
で
も
至
べ
か
ら
す
彼
老
者
は
卒
忽
に
－
は
吹
ず
末
息
を
出

　
　
　
　
　
　
　
ア
チ
ハ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
イ
キ
　
　
　
　
　
　
　
イ
デ
ソ
ノ
イ
キ
シ
ヤ
ウ
　
ガ
ツ
タ
イ

ざ
る
さ
き
に
心
に
味
あ
り
其
味
息
と
な
っ
て
出
其
息
笙
と
合
体
す
る
故
に

　
　
　
　
　
　
　
イ
ヤ
タ
コ
ヱ
　
イ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ツ

笙
の
音
に
味
あ
り
未
声
を
出
さ
ぬ
時
に
心
に
味
あ
り
其
心
を
声
に
移
す
其
声

　
　
　
　
ウ
ツ
　
　
　
　
　
ウ
ケ
ト
ツ
　
　
ラ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
・
ニ
オ
イ
　
コ
ハ
　
　
　
イ
フ

を
口
中
に
移
す
口
中
受
取
て
労
す
る
こ
と
は
な
は
だ
し
於
是
て
強
り
と
言
も

　
シ
ヤ
ウ
ジ
ュ
　
　
　
　
　
　
　
コ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
フ
　
　
　
　
カ
ク
　
　
コ
ト
ナ
リ
マ
ヘ
　
　
シ
　
ピ
ヤ
ウ
　
ヨ
ク

の
成
就
せ
り
そ
の
強
り
を
其
節
々
に
鷹
じ
て
語
る
事
也
前
の
四
病
を
能
々
心

　
ク
ハ
ソ
　
　
　
　
　
　
コ
ノ
ナ
カ
　
　
　
　
ア
チ
　
　
イ
フ
　
　
　
　
イ
デ
　
　
　
　
　
イ
カ
ニ

に
観
じ
て
見
よ
此
中
よ
り
味
と
言
も
の
出
か
た
し
如
何
と
な
れ
は
心
に
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
エ
　
　
　
　
　
マ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ヘ
ナ
リ
ソ
レ
ヲ
ソ
キ
ヨ
ク

用
ゆ
る
所
の
根
た
く
覚
た
る
に
任
せ
声
に
任
せ
て
お
く
故
也
夫
音
曲
は
口
の

ワ
ザ
ワ
ザ
ク
ハ
シ
　
　
ア
チ
ハ
ヒ
キ
　
　
　
ネ

事
也
事
委
し
か
ら
ざ
れ
は
味
た
し
気
の
は
り
つ
よ
く
声
の
根
を
た
く
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
　
奥
村
家
蔵
『
波
多
野
流
詠
曲
師
傳
口
訣
』
解
題
・
翻
刻

　
　
　
　
　
　
ヤ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ザ
　
　
ハ
ク
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ケ

う
し
て
口
中
を
和
ら
か
に
し
て
事
を
働
ら
か
さ
ね
は
味
た
し
味
無
れ
は
こ
は

　
　
イ
ガ
ク
シ
ヤ
目
・
ヨ
・
口
そ
チ
フ
マ
ク
　
　
キ
ソ
ニ
ハ
カ
ヒ
ロ
ヒ
ウ
ツ

り
は
出
で
ず
学
者
髪
に
意
を
用
へ
し
又
和
ら
か
な
る
吟
よ
り
俄
に
拾
に
移
る

　
　
　
ソ
ノ
キ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
カ
　
　
　
　
　
カ
ソ
ヨ
フ
　
　
　
　
７
ル
ヒ
ト
ヨ
　
　
　
　
イ
ツ
　
　
イ
ハ
ク
ソ
ツ
カ
シ
ヤ
ウ

事
あ
り
其
際
は
っ
き
り
と
分
る
二
を
肝
要
と
す
或
予
に
謂
て
目
足
下
笙
の

ク
ト
ヘ
　
｛
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ソ
　
　
カ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
シ
ユ
ク
　
　
　
ラ
フ
シ
ヤ
　
　
シ
ヤ
ウ
タ
ツ
　
ヨ
フ
シ
ヤ

警
を
以
て
平
家
の
声
を
論
ず
彼
若
き
人
は
未
熟
な
り
老
者
は
上
達
の
功
老
た

　
ワ
カ
　
　
ヒ
ト
　
　
ニ
チ
ヤ
　
ツ
ト
メ
　
ヲ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
フ
シ
ヤ
　
　
ク
ラ
イ
　
イ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
タ
カ
ク

り
若
き
人
も
目
夜
努
て
怠
た
ら
ず
ん
ぱ
老
者
の
位
に
至
る
べ
し
平
家
又
斯
の

ヨ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
コ
タ
ヘ
　
　
　
シ
　
　
　
コ
ト
バ
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヵ
　
　
サ
”
　
　
　
　
　
　
凹
ク
ゲ
イ
ミ
ナ
ソ
ノ
ホ
フ

如
く
な
ら
ん
予
答
て
日
子
が
言
も
と
よ
り
然
り
去
た
が
ら
六
襲
皆
其
法
あ
り

ホ
フ
　
　
毛
ツ
　
　
カ
ケ
ハ
シ
　
　
　
　
　
　
ツ
ト
メ
　
ノ
チ
シ
ヤ
ウ
タ
ツ
　
ク
ラ
ヒ
　
　
　
イ
ク
　
　
　
　
　
　
ソ
ノ
ホ
フ
マ
ツ

法
を
以
て
階
桟
と
し
て
努
て
後
上
達
の
位
に
も
至
る
へ
し
其
法
全
た
か
ら
ざ

　
　
　
　
　
イ
タ
　
　
コ
ト
ア
タ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ソ
ト
　
　
　
　
　
ミ
チ
　
　
ウ
シ
ナ
　
コ
レ
　
　
　
　
ジ
　
コ

れ
は
上
達
に
至
る
事
能
ざ
る
の
み
な
ら
ず
半
途
よ
り
道
を
失
ふ
是
よ
り
自
己

　
ワ
タ
ク
シ
ノ
イ
　
イ
，
タ
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ノ
ヒ
ト
く
　
ヱ
　
　
ト
ニ

の
私
意
を
出
し
て
こ
れ
を
は
か
り
其
人
々
の
得
た
る
所
に
か
た
よ
っ
て
し

　
　
　
コ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
、
口
ヘ
　
　
ソ
ノ
ト
コ
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ノ
オ
ホ
　
　
ヨ
レ
シ
ヨ
ウ
ロ
　
　
シ
ラ

か
も
是
を
よ
し
と
心
得
て
其
所
に
一
生
と
ど
ま
る
者
多
し
是
正
路
を
知
ず
し

　
ジ
ヤ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ヘ
ナ
リ
シ
ヨ
ウ
日
　
　
シ
ラ
　
　
　
　
ホ
ツ
　
　
　
　
ソ
ノ
ホ
ウ
　
　
ク
ハ
　
　
　
　
マ
ナ
ブ
　
　
　
ユ
ヘ

て
邪
路
に
迷
ふ
が
故
也
正
路
を
知
ん
と
欲
せ
ぱ
其
法
を
委
し
く
学
べ
し
故
に

目
　
　
　
ソ
ノ
ホ
フ
　
　
ロ
ソ
ズ
ル
ノ
ミ

予
は
其
法
を
論
す
る
の
み

　
ウ
タ
ヤ
ハ
ユ
ウ
ピ
フ
ゼ
イ
シ
カ
ネ

一
　
歌
　
和
ら
か
に
優
美
な
る
を
風
情
と
す
然
れ
と
も
其
根
は
つ
よ
き
を
好
む

其
声
は
す
な
ほ
た
る
を
よ
し
と
す
か
ろ
く
語
り
な
す
あ
り
お
も
く
語
り
な
す

　
　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
コ

あ
り
根
っ
よ
げ
れ
は
味
あ
り
て
位
あ
り
根
か
ろ
き
時
は
か
ろ
く
開
ゆ
根
の
っ

　
　
　
　
　
　
ク
ハ
ソ
キ
ウ
ヨ
・
ロ
キ
　
　
　
　
７
ラ
ネ
　
　
　
コ
・
日

よ
き
か
ろ
き
は
緩
急
の
意
な
り
気
を
ゆ
る
す
事
に
１
は
非
ず
根
と
は
い
か
に
心

　
　
　
　
　
　
ヲ
ツ
　
　
チ
カ
ラ
　
　
　
イ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
フ
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ツ
　
　
ワ
ス
　
　
　
　
　
カ
ウ

の
ひ
っ
ぱ
り
と
乙
の
力
と
を
言
た
と
ひ
声
は
甲
た
り
と
も
乙
を
忘
れ
た
る
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
シ
　
　
ク
チ
シ
ヤ
ウ
ズ
　
　
　
　
　
ア
ヂ

な
ら
は
味
も
な
く
節
も
全
た
か
ら
じ
若
や
口
上
手
に
て
味
あ
る
や
う
な
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
ゼ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
ウ
ジ
ソ
コ
ヅ
　
　
　
ホ
ム
　
　
　
イ
ヘ
ト
モ
々
コ
ト

も
こ
し
ら
へ
も
の
に
て
自
然
の
味
に
は
あ
ら
ず
衆
人
挙
っ
て
誉
る
と
言
共
誠

　
ケ
ソ
シ
ヤ
　
　
イ
チ
ダ
ク

に
賢
老
の
一
諾
に
は
し
か
ざ
る
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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サ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ｐ

　
下
げ
　
か
ろ
く
ね
は
ら
ぬ
や
う
に
。
語
る
へ
し
お
も
く
ね
ぱ
き
を
嫌
ふ
然
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ナ
サ
ケ

と
も
か
る
は
っ
み
に
た
ら
ぬ
や
う
に
心
得
へ
し
口
説
の
お
は
り
皆
下
げ
た
れ

　
ヨ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
サ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ソ
イ
　
　
　
ウ
シ
ナ

ぱ
隻
に
て
此
一
段
の
収
り
を
能
心
得
へ
し
お
さ
ま
ら
さ
れ
は
本
意
を
失
ふ

　
コ
ハ
リ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ノ
フ
ウ
リ
ウ
ヨ
ソ
ゴ

　
強
下
ヶ
　
其
声
こ
は
り
て
其
か
た
ち
か
ろ
く
其
風
塗
言
語
に
述
か
た
し
甚

　
　
　
　
　
　
　
イ
　
キ
　
コ
ミ

む
っ
か
し
き
声
也
意
気
込
に
て
語
る
事
に
て
声
を
っ
よ
く
し
て
其
声
に
語
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ソ
ゴ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ク

せ
て
お
く
事
に
非
す
文
言
長
く
中
に
浮
き
た
と
有
は
言
葉
に
は
言
尽
か
た
し

タ
ト
ヘ
　
ユ
ウ
シ
　
　
カ
ツ
チ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ト
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
　
　
　
イ
ヘ

警
は
勇
士
の
甲
胃
を
よ
ろ
ひ
一
さ
し
舞
が
如
し
と
言
り
っ
よ
く
押
付
も
た
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
シ
ナ
　
　
　
イ
・

か
か
り
或
は
き
ほ
ひ
を
っ
く
る
な
ど
み
な
其
体
を
失
ふ
と
謂
つ
へ
し
口
中
か

ろ
く
ね
ぱ
り
た
き
を
よ
し
と
す

　
ヨ
ミ
モ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ソ
レ
ソ
　
　
　
　
　
　
フ
シ
ハ
カ
セ
　
　
　
ユ
キ
ト
“

　
讃
物
第
一
甲
乙
を
能
鍛
練
す
へ
し
節
博
士
の
行
届
く
や
う
に
す
へ
し
甲

　
　
ク
ソ
レ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
ユ
ウ
　
　
　
　
　
バ
　
　
　
イ
ク
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ハ
テ
ウ
シ
　
　
　
　
　
ク
チ
サ
キ

乙
を
鍛
練
す
と
は
乙
の
自
由
に
た
る
場
に
至
る
事
な
り
上
調
子
に
て
口
先
き

　
　
フ
シ
ハ
カ
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
　
　
ノ
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
　
　
　
　
サ
イ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ツ

に
て
節
博
士
を
あ
や
ど
る
場
を
遁
れ
ね
は
な
ら
ぬ
事
た
り
贋
下
よ
り
声
の
出

　
ト
コ
ロ
　
イ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
チ
ヨ
．
ミ
モ
ノ
シ
ャ
ゥ
シ
ュ

る
慮
に
至
れ
は
甲
乙
自
由
に
な
り
て
節
博
士
其
所
々
に
行
届
て
後
讃
物
成
就

　
　
　
　
　
　
コ
ノ
コ
ト
ハ
リ
　
　
ヨ
ミ
モ
ノ
　
　
カ
一
平

す
と
心
得
へ
し
此
理
は
讃
物
に
限
る
へ
か
ら
す
音
曲
み
な
此
場
に
至
ら
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
刀
　
キ
ヨ
ク
　
　
　
ヨ
ヱ
フ
シ
マ
ツ

れ
は
な
り
が
た
げ
れ
共
讃
物
は
平
家
中
第
一
の
雅
曲
に
て
声
節
全
た
か
ら
ざ

　
　
ソ
ノ
ニ
ソ
　
　
タ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
シ
　
　
ク
セ
イ
デ
　
　
ノ
チ
　
　
　
　
サ
マ
タ
ゲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ヘ

れ
は
其
任
に
１
堪
ず
し
か
の
み
な
ら
す
悪
き
僻
出
て
後
ま
で
妨
と
成
へ
し
故

　
シ
一
多
　
ヒ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
　
ソ
モ
く
ヨ
ミ
ラ
　
テ
キ
く
　
　
　
ア
ル
一
一

に
初
学
の
人
の
取
あ
つ
か
ふ
こ
も
の
に
非
ず
抑
讃
物
は
滴
々
の
抽
子
有
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ
ク
レ

　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ル

に
や
や
も
す
れ
は
躍
り
拍
子
に
成
て
拍
子
は
や
く
な
る
も
の
也
緩
や
か
な
る

　
コ
ノ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
シ
ハ
カ
セ
　
　
　
シ
ュ
ピ
　
マ
ツ
ク
ク
　
　
　
　
マ
　
　
　
ヌ
ケ

を
好
む
と
に
は
非
す
甲
乙
正
し
く
節
博
士
の
首
尾
完
し
て
問
の
抜
る
こ
と

　
　
　
ホ
ソ
イ
　
　
　
　
シ
ナ
く
　
　
　
　
フ
シ
　
　
　
　
　
イ
ク

な
き
を
本
意
と
す
抽
子
品
六
た
る
は
声
節
手
に
入
ざ
る
か
致
す
所
な
り
讃
物



　
　
　
　
テ
イ
　
　
　
　
ノ
ツ
ト
　
　
　
フ
ウ
テ
イ
　
　
　
ク
ハ
ソ
シ
ソ
チ
ヨ
ウ
キ
　
シ
ヤ
ウ
　
　
　
コ
シ
コ
エ
シ
ヤ
ウ
　
イ
　
キ
　
コ
．
、
、

に
種
々
の
体
あ
り
祝
言
の
風
体
あ
り
勧
進
帳
の
気
象
あ
り
腰
越
状
の
意
気
込

　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
ワ
ク
ル
　
コ
ト
　
　
ク
ソ
レ
ソ
　
　
　
　
　
　
カ
フ
シ
ヤ

あ
り
そ
れ
く
に
語
分
る
事
は
鍛
煉
の
う
一
の
功
者
な
る
へ
し

　
オ
ヨ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
・
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
タ

　
凡
音
曲
は
甲
乙
よ
く
調
ひ
乙
の
ち
か
ら
自
由
な
ら
ざ
れ
は
能
は
ざ
る
事
は

カ
ミ
テ
イ
キ
ヨ
ク
　
　
　
シ
モ
シ
ヤ
ウ
ル
リ
　
ト
ウ
　
　
イ
タ
ル
マ
テ
ミ
ナ
カ
ク
　
　
　
　
ナ
カ
ソ
ヅ
ク
ヘ
イ
ケ

上
郵
曲
よ
り
下
浄
瑠
璃
等
に
至
迄
皆
斯
の
如
し
就
中
平
家
の
音
声
は
み
た
す

　
ゴ
ヱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
セ
イ
　
　
　
　
　
ム
カ
シ
　
シ
ヤ
ウ
タ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
一
一
ヱ

り
声
に
て
語
る
が
平
家
の
風
情
な
り
昔
時
上
達
の
人
す
り
声
な
ら
ざ
る
は
な

　
ソ
ノ
コ
ヘ
ヤ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ハ
ナ
ハ
タ
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ヱ
　
　
ソ
ノ
フ
　
セ
イ
テ
イ
セ
イ
　
　
オ
モ
ム
キ

し
其
声
和
ら
か
た
れ
と
も
声
の
根
甚
つ
よ
き
か
故
に
其
風
情
鄭
声
の
趣
た

　
ガ
ク
ツ
ヤ
コ
、
　
　
ヨ
・
ロ
　
モ
チ
ヒ
　
カ
ウ
ジ
ソ
ナ
ラ
ソ

し
学
者
隻
に
１
意
を
用
ぱ
幸
甚

　
　
ス
フ
シ
ヤ
ウ
ノ
ホ
ウ
ソ
ク
　
　
セ
ソ
シ
　
　
　
ク
　
ジ
ユ
ヲ
ヨ
　
　
ム
カ
ツ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ソ
　
　
　
　
ト
コ
ロ
ノ
サ

　
右
数
条
之
法
則
は
先
師
の
口
援
及
び
昔
時
上
達
の
人
時
次
論
ず
る
所
之
鎖

ゲ
ソ
　
ア
ツ
　
　
ヲ
ノ
く
プ
ル
イ
　
ワ
カ
チ
一
レ
　
シ
ル
　
　
ア
一
　
ミ
ツ
カ
ラ
　
一
ソ
　
　
ニ
カ
ク
　
ヒ
ト

言
を
集
め
て
各
部
類
を
分
て
是
を
録
す
に
敢
て
自
ら
任
じ
て
初
学
の
人

　
サ
ツ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
　
　
　
　
モ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ヒ
　
　
ジ
フ
　
　
イ
ツ
　
　
ウ
　
　
　
コ
ト
ア
タ
　
　
　
　
ジ
ツ

に
授
ん
と
に
は
非
ず
予
本
よ
り
こ
こ
に
於
て
十
か
一
も
得
る
事
能
は
ず
実
に

ノ
ヘ
　
　
サ
ク
　
　
　
イ
ニ
シ
ヘ
　
　
シ
　
　
　
　
　
セ
ツ
　
　
　
　
　
セ
ソ
テ
ツ
　
　
ク
ハ
ク
ロ
ソ
　
　
　
　
　
イ
ソ
モ
ツ

述
て
作
せ
ず
古
を
信
ず
る
の
切
た
る
と
前
哲
の
確
論
む
な
し
く
浬
没
せ
ん

　
　
　
ヲ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヒ
ネ
ガ
ハ
ク
　
　
ト
ウ
シ
　
　
　
ヒ
ト
　
　
ト
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ソ
　
　
　
　
カ
イ

こ
と
を
惜
む
と
に
あ
る
の
み
庶
幾
は
同
志
の
人
と
共
に
ー
こ
れ
を
論
じ
て
階

テ
イ
　
　
イ
チ
ジ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

梯
の
一
助
と
も
た
ら
ば
ま
た
楽
し
か
ら
ず
乎

平
家
物
語
師
侍
口
訣

　
　
セ
イ
セ
ツ
コ
ウ
ギ

　
　
声
節
講
義

一
　
三
重
中
音
初
重
は
三
重
二
重
一
重
と
合
点
す
へ
し
三
重
な
と
の
や
う
な

る
を
音
曲
家
に
か
ん
と
称
す
か
ん
と
は
甲
の
事
也
平
家
に
於
て
は
三
重
は
三

重
の
持
ま
へ
有
て
其
中
に
１
又
か
ん
あ
り
中
音
は
中
音
の
も
ち
ま
へ
有
て
其
中

　
　
　
　
　
奥
村
家
蔵
『
波
多
野
流
詠
曲
師
俸
口
訣
』
解
題
・
翻
刻

に
又
か
ん
有
其
持
ま
へ
く
に
甲
青
乙
膏
中
音
は
三
重
よ
り
律
は
ひ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ベ

け
れ
と
も
も
ち
ま
へ
は
甲
な
り
初
重
の
も
ち
ま
へ
は
乙
と
合
点
す
へ
し
都
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
シ
ョ

音
曲
は
其
も
ち
ま
へ
甲
か
乙
か
を
先
最
初
に
合
点
す
へ
し
初
重
も
乙
た
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
シ
ナ
ラ
ヒ

も
其
意
味
な
り
い
か
ん
と
た
れ
は
節
並
同
事
な
る
ゆ
へ
た
り
中
音
は
声
つ
か

ひ
に
大
に
か
は
れ
り
い
か
ん
と
な
れ
は
節
並
別
な
る
故
也
故
に
三
重
初
重
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ラ

問
へ
入
て
様
曲
節
面
白
き
と
知
へ
Ｌ
中
音
は
声
貞
し
な
へ
て
甲
も
乙
よ
り
は

り
出
す
や
う
に
語
る
へ
し
少
も
声
を
ろ
く
に
っ
か
は
す
始
終
し
た
へ
て
語
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ク

ヘ
し
三
重
は
声
和
ら
か
に
浮
ん
て
直
に
つ
か
ふ
と
心
得
へ
し
中
音
も
声
こ
は

く
な
る
は
嫌
ふ
し
た
へ
る
と
言
は
和
ら
か
に
せ
ん
か
為
也
降
中
音
初
音
中
音

皆
中
音
の
節
並
声
っ
か
ひ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ラ

　
折
声
　
色
音
峯
音
何
れ
も
三
重
と
律
は
同
じ
げ
れ
共
声
貞
大
に
か
は
れ
り

声
の
う
か
ふ
を
嫌
ふ
声
裏
ま
は
り
て
謡
な
と
の
く
り
声
の
如
く
な
る
を
嫌
ふ

中
音
と
声
っ
か
ひ
大
体
同
事
に
て
乙
よ
り
す
り
出
し
て
声
を
し
た
へ
て
声
を

日
ク直
に
違
は
ず
其
律
三
段
に
別
れ
て
中
へ
落
る
所
お
よ
そ
中
音
の
節
な
き
所
の

意
味
に
て
甲
の
所
は
中
音
一
の
声
の
次
に
甲
へ
上
る
所
と
大
体
同
じ
声
つ
か

ひ
也
乙
よ
り
は
り
出
し
て
声
を
し
た
へ
て
甲
を
は
り
出
す
と
合
点
す
へ
し
三

段
め
の
乙
に
落
る
所
は
初
重
の
意
味
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ラ

　
指
声
　
其
も
ち
ま
へ
甲
た
り
声
貞
和
ら
か
に
う
か
ん
て
さ
す
を
第
一
と
す

甚
風
流
の
声
た
り
と
心
得
へ
し
節
声
三
段
に
分
つ
一
段
二
段
は
随
分
か
ろ
く

声
を
さ
す
様
に
し
て
気
の
ひ
っ
は
り
ぱ
か
り
也
お
も
く
ね
ば
り
た
る
英
其
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
奥
村
家
蔵
『
波
多
野
流
詠
曲
師
傳
口
訣
』
解
題
・
翻
刻

を
失
へ
り
三
段
め
の
乙
に
お
つ
る
所
よ
り
し
つ
め
て
語
習
な
り
是
指
声
の
体

と
合
点
す
へ
し

　
口
説
　
其
持
ま
へ
乙
と
合
点
す
へ
し
初
重
と
同
律
な
れ
共
初
重
は
声
を
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
シ

く
に
し
て
浮
ぶ
意
味
あ
り
三
重
に
似
た
り
六
ケ
敷
初
重
の
曲
節
に
至
り
て
は

功
者
あ
る
事
な
れ
と
も
先
其
も
ち
ま
へ
此
の
如
し
口
説
は
乙
に
１
し
て
声
に
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ラ

き
あ
る
意
味
有
う
き
と
は
調
子
の
浮
て
高
く
な
る
に
は
非
す
声
員
に
っ
や
の

ア
ル
イ
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ヘ
ヅ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
ミ
　
ァ
ヒ

有
意
味
也
初
重
の
声
の
う
か
ふ
と
口
説
の
声
貞
に
う
き
の
有
と
は
意
味
合
大

に
た
が
へ
り

　
拾
其
持
ま
へ
甲
な
り
声
の
吟
つ
よ
き
ゆ
へ
に
其
体
大
に
。
か
は
れ
り
本
よ

り
乙
よ
り
つ
よ
く
は
り
出
す
へ
し
上
調
子
に
か
み
つ
く
や
う
に
は
る
を
嫌
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ソ
レ
ソ

な
り
第
一
声
あ
ら
げ
る
ゆ
へ
に
鍛
煉
す
く
な
げ
れ
は
調
子
違
ひ
や
す
し
乙
よ

り
声
を
す
り
出
し
心
を
し
め
て
調
子
に
心
を
と
め
て
語
る
へ
し
少
し
語
馴
た

る
人
は
め
っ
た
に
声
を
つ
よ
く
出
し
て
其
声
に
語
ら
せ
て
お
く
輩
多
し
い
か

　
　
　
　
　
コ
ハ

に
も
口
中
に
強
り
を
以
て
其
こ
は
る
所
よ
り
声
を
出
せ
は
乙
よ
り
声
は
り
出

て
先
言
に
す
く
ひ
っ
は
り
有
て
調
子
も
違
ふ
こ
と
な
し
口
中
こ
は
る
と
は
木

か
竹
の
や
う
に
ー
す
る
事
に
１
は
非
す
口
中
和
ら
か
に
し
た
へ
た
る
所
よ
り
こ
は

り
出
る
事
也
っ
よ
き
声
斗
に
語
せ
て
置
人
は
素
人
耳
に
は
っ
よ
き
や
う
に
．
な

れ
共
必
す
一
ノ
声
又
は
く
り
上
な
ど
の
所
に
な
り
て
し
な
へ
も
た
く
味
も
な

　
　
　
　
箏
ハ

く
本
よ
り
強
り
も
た
し
い
か
ん
と
な
れ
は
口
中
が
労
せ
ぬ
故
也
口
中
労
せ
ぬ

と
は
い
か
ん
口
中
に
こ
は
り
と
云
も
の
を
持
ぬ
ゆ
へ
に
口
中
に
ち
か
ら
た
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ハ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
キ
ョ
ク
セ
ツ

　
こ
と
を
云
也
。
拾
は
別
て
声
を
し
な
へ
て
強
て
ゆ
か
ね
は
曲
節
の
所
に
至
て

　
其
わ
げ
が
あ
ら
は
る
る
也

　
　
甲
音
　
其
持
ま
へ
甲
な
り
吟
つ
よ
げ
れ
と
も
拾
と
は
大
き
に
か
は
れ
り
拾

　
は
こ
は
る
の
み
な
り
此
声
は
本
よ
り
乙
よ
り
す
り
出
す
こ
と
拾
よ
り
は
ち
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
ハ

　
ら
を
入
て
一
す
ね
す
ね
て
少
し
浮
ひ
こ
は
る
也
強
り
に
う
き
あ
る
所
が
す
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ロ
イ

　
た
る
所
た
り
律
も
拾
よ
り
は
か
る
と
合
点
す
へ
し
拾
よ
り
一
段
っ
よ
き
か
其

　
体
な
れ
と
も
少
し
う
き
有
ゆ
へ
に
乙
よ
り
す
り
出
す
声
が
却
っ
て
よ
は
く
な

　
り
や
す
し
よ
は
く
な
る
と
い
ふ
は
彼
□
一
中
の
強
り
の
功
か
う
す
き
所
よ
り
し

　
か
ら
し
む
る
と
合
点
す
へ
し

　
　
讃
物
　
甲
乙
の
調
ひ
平
家
の
声
節
手
に
入
さ
れ
は
と
て
も
語
ら
れ
ぬ
事
也

　
一
々
に
其
節
置
行
届
ざ
れ
は
お
ど
り
抽
子
に
た
り
て
抽
子
は
や
く
か
る
は
ず

　
み
に
な
る
事
也
と
く
く
と
其
節
々
に
行
届
く
時
は
自
然
と
味
出
る
た
り
外

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ソ
レ
ソ

　
の
声
節
調
子
を
能
鍛
煉
し
て
合
点
ゆ
き
た
る
う
へ
に
て
語
る
べ
し

補
注
◎
　
　
一
ノ
音
　
其
声
甲
た
り
中
音
拾
に
あ
り
上
を
長
く
引
て
下
を
短
く
と

　
む
る
を
言
す
べ
て
平
家
の
節
は
調
子
を
専
と
す
る
故
に
長
く
引
に
は
ゆ
り
引

　
に
ひ
く
事
な
り
ろ
く
に
始
も
終
も
め
り
か
り
た
き
や
う
に
引
な
り
謡
た
と
は

　
ヤ
ツ
ス
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ム

　
真
直
に
引
て
終
り
は
少
し
か
る
様
に
止
る
也
平
家
は
は
し
め
も
終
も
め
り
か

　
り
な
き
や
う
に
ゆ
ら
く
と
ゆ
り
引
を
ぱ
平
家
音
声
の
体
と
は
す
る
事
た
り

　
ヒ
日
イ

　
拾
は
吟
っ
よ
き
故
に
声
の
ゆ
る
所
則
強
り
と
た
る
也
こ
は
り
て
ゆ
り
引
に
す

　
る
也
中
音
は
和
ら
か
に
ゆ
り
て
引
と
心
得
へ
し
此
一
の
声
の
次
は
極
て
甲
へ



は
り
上
る
節
有
と
心
得
へ
し
一
の
声
の
次
に
引
す
て
の
節
有
時
は
其
引
す
て

の
次
に
声
を
は
る
也
引
す
て
有
は
稀
也
次
の
声
を
は
る
と
言
は
一
段
甲
へ
は

り
上
て
折
音
の
調
子
ま
て
上
る
也
其
所
に
て
声
の
裏
へ
行
て
謡
の
く
り
地
の

こ
と
く
く
り
声
に
な
ら
ぬ
様
に
心
得
へ
し
く
り
声
は
声
の
裏
故
に
声
強
く
て

和
ら
か
た
る
事
な
り
か
た
し
平
家
の
中
音
は
い
か
に
も
声
を
し
た
へ
て
和
ら

か
に
声
の
表
を
つ
か
ふ
て
甲
へ
上
る
也
中
音
の
甲
は
大
体
折
声
の
甲
と
同
意

味
と
心
得
へ
し
一
字
く
に
と
く
く
と
声
を
し
な
へ
て
あ
た
っ
て
行
な
り

惣
し
て
平
家
に
は
声
の
裏
を
つ
か
ふ
事
は
な
し
と
心
得
へ
し
先
此
心
得
肝
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
エ
ウ
ラ

な
り
あ
た
る
節
は
か
り
声
裏
へ
ひ
ぞ
る
也
ひ
ぞ
り
て
声
裏
へ
行
を
あ
た
る
と

云
す
べ
て
平
家
は
一
字
く
に
声
を
取
直
し
く
し
て
語
言
に
節
並
を
付

た
る
も
の
也
其
故
い
か
ん
と
な
れ
は
調
子
を
専
と
す
る
故
な
り
調
子
を
専
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
イ
キ
ヨ
ク
カ
グ
ラ
ト
ウ
　
　
フ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
イ
セ
イ
ヅ
ク

す
る
と
は
如
何
平
家
は
本
郵
曲
神
楽
等
の
節
よ
り
出
た
る
も
の
故
に
鄭
声
俗

ガ
ク
　
　
ル
イ
　
　
ァ
ラ
　
　
モ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
シ
ナ
ラ
ビ

楽
の
類
に
非
ず
本
正
し
き
も
の
ゆ
へ
に
自
然
と
其
節
置
正
し
と
知
へ
し
故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ホ

髪
に
心
を
用
さ
れ
ぼ
上
の
節
よ
り
下
の
節
へ
う
っ
る
時
声
を
正
し
く
取
直
し

て
一
字
く
と
云
変
の
事
也
奮
心
お
こ
た
り
有
ぱ
上
の
節
の
声
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
オ
ソ

て
下
の
節
の
声
或
は
ひ
ぞ
り
或
は
音
律
拙
く
な
り
て
其
体
雅
音
な
ら
ず
彼
調

子
を
専
と
す
る
本
意
を
失
ふ
に
非
す
や
髪
に
心
を
用
ひ
髪
に
目
を
付
る
人
の

稀
た
る
事
を
常
に
歎
す
る
事
に
こ
そ
あ
ん
な
れ
凡
あ
た
る
節
は
か
り
が
上
の

節
の
声
な
る
に
ー
声
を
改
め
す
し
て
自
然
と
あ
た
る
と
心
得
へ
し
是
は
あ
ら
た

め
ら
れ
ぬ
故
に
あ
た
る
と
い
ふ
節
が
出
来
た
る
も
の
也
先
最
初
に
此
心
得
を

　
　
　
　
奥
村
家
蔵
『
波
多
野
流
詠
曲
師
傳
口
訣
』
解
題
・
翻
刻

　
忘
れ
ぬ
や
う
に
学
ふ
を
肝
要
と
す

　
　
　
　
　
　
コ
エ

補
注
◎
　
二
の
音
甲
な
り
中
音
に
も
拾
に
も
あ
り
上
を
引
て
下
を
大
き
ふ
廻

　
す
を
云
是
も
上
を
ゆ
り
引
に
引
て
下
も
同
く
ゆ
り
引
に
上
よ
り
短
く
引
て
廻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
マ
ヒ
ク
セ

　
し
お
さ
む
る
也
此
音
に
い
ろ
く
病
癖
出
来
る
も
の
也
上
は
一
の
音
を
同
く

　
ゆ
り
引
に
引
て
次
の
声
同
し
く
ゆ
り
引
に
少
し
引
て
廻
す
所
の
す
み
に
て
少

　
し
上
へ
か
り
て
下
へ
引
下
る
也
少
し
上
へ
っ
き
上
て
音
を
取
直
し
て
引
下
る

　
時
は
乙
な
れ
と
も
初
重
の
律
よ
り
は
高
き
律
に
引
下
る
也
病
と
云
は
す
み
に

　
て
少
し
か
り
た
る
所
に
て
声
の
吟
ひ
ぞ
る
も
の
也
其
ひ
ぞ
り
た
る
な
り
に
引

　
下
る
を
病
と
云
或
は
其
所
に
て
心
た
ゆ
む
が
故
に
律
下
り
す
ぎ
て
引
下
す
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
セ

　
も
病
と
云
是
を
改
め
す
し
て
天
た
り
に
常
に
な
り
た
る
を
癖
と
は
云
也
み
た

　
心
お
こ
た
り
気
の
ひ
つ
は
り
た
き
所
よ
り
生
す
る
事
と
心
得
へ
し

　
　
　
　
ヨ
ツ

補
注
　
　
四
ゆ
り
は
三
重
は
か
り
に
有
此
次
に
い
つ
と
て
も
ゆ
り
す
へ
の
節
有

　
先
一
の
ゆ
り
は
は
し
め
よ
り
出
し
て
声
短
か
く
二
と
三
は
声
長
く
真
中
に
て

　
一
ゆ
り
ゆ
り
て
首
尾
と
く
と
ゆ
る
也
四
の
ゆ
り
は
声
の
出
る
所
二
三
の
ゆ
り

　
に
同
し
く
中
の
ゆ
り
短
か
く
し
て
す
ぐ
に
下
の
ゆ
り
す
へ
の
節
に
う
つ
る
と

心
得
一
し
此
声
に
嘉
あ
り
一
っ
く
の
ゆ
り
の
終
し
り
さ
が
り
に
め
る
を

　
嫌
ふ
其
体
甚
っ
た
な
し
真
中
の
ゆ
り
よ
り
声
か
る
ゆ
へ
に
本
の
三
重
も
ち
ま

　
へ
の
調
子
に
戻
る
所
に
て
少
し
終
が
め
る
な
り
真
中
に
１
て
一
旦
上
り
て
又
本

　
へ
も
と
る
ゆ
へ
に
ゆ
り
と
は
言
也
然
る
に
大
き
に
下
り
て
は
本
意
を
う
し
な

　
ふ
神
楽
な
と
の
ゆ
り
は
始
声
を
出
す
時
に
大
き
に
め
り
て
乙
よ
り
出
し
真
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
　
　
　
奥
村
家
蔵
『
波
多
野
流
詠
曲
師
傳
口
訣
』
解
題
・
翻
刻

　
よ
り
申
へ
ゆ
り
上
れ
と
も
尻
を
大
き
に
め
ら
す
と
云
事
は
無
終
の
め
る
と
云

　
は
気
の
張
う
す
き
所
よ
り
出
る
事
な
り

補
注
＠
　
甲
に
て
ゆ
る
は
三
重
ぱ
か
り
乙
に
て
ゆ
る
を
中
陶
と
云
一
の
ゆ
り
短

　
か
く
二
三
の
ゆ
り
首
尾
得
と
ゆ
る
こ
と
四
陶
の
通
り
三
め
を
と
く
と
ゆ
り
て

　
次
に
ふ
り
す
ゑ
の
節
有
て
ゆ
り
下
げ
の
大
廻
し
に
て
終
る
也
ゆ
り
は
下
と
は

　
く
り
上
と
表
裏
の
節
な
り
上
へ
あ
く
る
を
く
り
上
と
云
下
へ
さ
く
る
を
ゆ
り

　
下
と
云
乙
に
て
ゆ
る
は
初
重
、
又
は
中
音
の
中
の
援
の
所
に
あ
り
乙
に
て
は

　
次
に
ゆ
り
す
ゑ
の
節
有
て
語
お
さ
む
る
な
り

補
注
◎
　
引
す
て
と
は
只
一
字
ぱ
か
り
長
く
引
て
置
を
云
是
も
ゆ
り
引
に
引
て

　
首
尾
め
り
か
り
な
き
や
う
に
す
る
な
り

補
注
◎
　
　
操
上
は
三
段
に
ゆ
り
上
る
を
云
其
終
を
廻
し
て
引
下
る
な
り
は
し

今
時
大
廻

ト
云
ハ
誤
ナ
リ
め
二
つ
は
同
し
や
う
に
ゆ
り
て
三
つ
め
を
甲
へ
ゆ
り
上
て
引
下
る

　
所
は
中
音
の
も
ち
ま
へ
よ
り
高
く
大
廻
し
の
節
の
律
に
引
下
る
を
云
此
の
く

　
り
上
に
て
は
調
子
も
違
は
ず
声
も
ひ
ぞ
ら
す
鉄
り
病
は
生
せ
ぬ
也
い
か
な
れ

　
は
声
高
く
は
り
上
る
節
ゆ
へ
に
声
に
ち
か
ら
ひ
つ
は
り
有
て
引
下
る
所
律
も

　
ひ
く
か
ら
ず
故
に
語
よ
き
な
り
大
廻
し
の
調
子
に
、
引
下
る
と
吟
味
し
た
人
も

　
な
く
て
ひ
と
り
其
所
よ
り
外
下
ら
ぬ
極
た
る
声
た
り
中
ぐ
り
上
の
節
は
声
が

　
中
た
る
ゆ
へ
に
ち
か
ら
一
盃
に
は
ら
ざ
る
所
よ
り
気
も
た
る
み
力
も
入
ぬ
故

　
と
こ
二
の
調
子
に
引
下
る
や
う
髪
に
於
て
調
子
も
吟
味
せ
さ
れ
は
っ
き
上
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
リ
ナ
ホ

　
る
所
に
て
声
か
ひ
ぞ
り
吟
か
は
り
や
す
き
也
そ
こ
に
て
力
を
入
て
音
を
取
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

　
す
に
及
ぱ
す
其
た
り
に
１
引
下
る
故
に
法
に
違
ふ
様
に
は
た
る
事
な
り
拾
に
も

　
此
く
り
上
の
節
あ
り
い
か
に
も
強
り
つ
よ
く
い
く
つ
も
小
ゆ
り
に
ゆ
り
て
終

　
り
を
甲
へ
く
り
上
る
な
り
和
ら
か
な
る
く
り
上
は
三
段
に
し
づ
か
に
く
り
上

　
る
拾
甲
音
は
い
く
つ
も
こ
ま
か
に
つ
よ
く
つ
よ
く
ゆ
り
て
く
り
上
る
也

補
注
◎
　
　
大
廻
し
　
中
音
三
重
初
重
拾
み
た
有
中
音
に
て
も
三
重
初
重
に
て

今
時
小
廻

ト
云
ハ
誤
ナ
リ
も
其
も
ち
ま
へ
の
雌
離
刊
よ
り
は
一
段
浮
て
語
る
い
っ
れ
も
声
ろ

　
く
に
引
廻
す
所
も
律
の
違
は
ぬ
様
に
同
調
子
に
引
廻
す
と
心
得
へ
し
拾
に
て

　
も
地
よ
り
は
か
る
と
合
点
す
へ
し
此
節
は
か
り
は
な
れ
て
有
事
は
た
し
次
に

　
小
廻
し
と
云
節
必
有
と
知
へ
し
次
の
小
廻
し
に
て
三
重
中
音
初
重
と
も
に
も

　
ち
ま
へ
の
地
調
子
へ
戻
る
と
知
へ
し

補
注
◎
　
　
小
廻
し
　
此
節
短
く
し
て
甚
苦
労
の
入
節
と
心
得
へ
し
く
り
上
の

今
時
入
廻

ト
云
ハ
誤
ナ
リ
節
の
次
大
廻
し
の
次
に
必
あ
り
右
二
つ
の
節
を
受
て
声
を
取
直
し

　
て
い
か
に
も
和
ら
か
に
十
分
上
へ
高
く
っ
き
入
て
三
重
に
て
も
中
音
初
重
に

　
て
も
其
も
ち
ま
へ
の
調
子
へ
引
戻
す
事
也
夫
故
其
次
の
文
言
調
子
も
違
は
ぬ

　
事
也
引
戻
し
少
に
て
も
か
る
時
は
此
節
の
本
道
を
失
ふ
此
節
つ
き
入
事
甚
難

　
し
い
か
ん
と
た
れ
は
都
て
入
声
の
時
有
は
其
所
よ
り
催
し
て
浮
て
か
二
る
故

　
に
入
や
す
し
此
節
は
く
り
上
の
引
下
も
大
廻
し
の
引
廻
し
も
次
の
入
ほ
と
に

　
は
声
う
か
す
此
小
廻
し
の
場
所
に
て
な
り
て
声
を
取
な
ほ
し
て
改
め
て
入
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ク
ク
チ

　
は
た
ら
ぬ
故
に
此
節
に
は
人
に
よ
り
て
さ
ま
く
の
病
癖
有
事
也
多
口
さ
き

　
　
　
イ
ル

　
に
て
入
ま
ね
を
し
て
す
ま
し
て
置
人
も
あ
り
随
分
和
ら
か
に
う
っ
く
し
く
語



　
へ
き
節
な
る
に
－
す
さ
ま
し
き
声
を
出
し
て
ゑ
い
や
お
ふ
と
入
人
も
有
た
ま

　
く
入
ご
と
は
入
た
れ
共
戻
り
場
を
失
ふ
て
引
戻
し
大
き
に
か
る
の
も
有
小

　
廻
し
で
は
な
く
て
か
さ
高
に
大
き
う
い
ふ
人
も
有
す
ぎ
た
る
は
及
は
ざ
る
が

　
如
し
と
は
か
様
の
事
を
や
申
へ
き

補
注
＠
　
半
廻
し
と
は
く
り
上
の
次
に
有
節
に
て
其
引
下
の
調
子
を
受
て
ち
い

　
さ
く
少
し
跡
を
か
り
て
中
に
て
其
も
ち
ま
へ
の
調
子
に
引
戻
し
置
か
ろ
き
節

　
な
り

補
注
＠
　
入
廻
し
と
は
小
廻
し
に
似
て
引
戻
し
浮
を
云
小
廻
と
は
各
別
語
や
す

　
き
節
也
入
廻
し
の
前
は
極
て
浮
て
か
か
る
也
入
よ
き
様
に
前
よ
り
催
し
て
ゆ

　
く
故
に
入
事
甚
や
す
く
戻
す
所
も
持
ま
へ
の
調
子
よ
り
浮
て
お
く
也
浮
て
置

　
と
云
は
此
次
に
必
ず
甲
へ
は
り
上
節
な
れ
は
也
彼
小
廻
し
の
節
引
戻
す
所
浮

　
時
は
此
節
と
一
っ
に
な
る
な
り

補
注
◎
　
あ
て
廻
し
は
半
廻
し
に
似
て
半
廻
し
よ
り
は
声
に
力
を
入
て
律
も
少

　
し
か
り
て
一
あ
て
あ
て
二
引
戻
し
も
か
る
と
知
へ
し
声
を
か
る
は
か
り
に
て

　
入
ぬ
様
に
－
す
る
也
角
に
て
っ
き
込
を
あ
て
る
と
云
引
戻
し
う
く
と
云
は
此
節

　
の
次
極
て
甲
へ
は
り
上
る
所
に
有
故
也
う
く
と
云
も
次
を
は
り
上
ん
た
め
催

　
す
事
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
ク

補
注
＠
　
本
廻
し
　
一
名
折
ル
と
も
云
声
直
に
出
て
引
下
を
と
く
と
乙
へ
お
ろ

　
す
を
云

補
注
＠
　
す
て
廻
し
と
は
本
廻
し
に
似
て
本
廻
し
は
一
旦
乙
へ
引
下
て
次
の
字
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に
て
又
上
て
持
ま
へ
の
律
と
す
る
也
此
節
は
次
の
字
を
引
下
し
し
た
に
１
す
て

　
て
半
分
云
を
す
て
廻
し
と
言
ふ

補
注
＠
　
す
く
ひ
と
は
上
六
と
二
字
上
の
っ
二
い
た
る
所
に
用
る
節
也
持
ま
へ

　
よ
り
声
を
か
ら
し
て
声
の
あ
と
上
り
に
１
す
く
ひ
出
す
也
文
字
に
ょ
り
て
す
く

　
ひ
廻
し
と
て
あ
て
廻
し
の
声
の
か
り
た
る
も
の
に
て
あ
と
を
す
て
る
を
云
是

　
は
文
字
に
よ
り
て
あ
て
二
す
く
ふ
節
出
来
る
也
大
紬
言
の
大
の
字
な
と
す
く

　
ひ
廻
し
に
も
語
る
こ
と
な
り

補
注
＠
　
引
す
ゑ
　
一
名
ゆ
り
す
ゑ
と
も
云
二
っ
ゆ
り
す
へ
の
略
也
中
音
の
中

　
の
ば
ち
な
ど
に
三
ゆ
り
の
次
に
有
歌
の
節
に
有
初
重
の
終
に
有
是
等
は
皆
上

　
を
長
く
ゆ
り
て
下
を
す
へ
る
也
色
音
の
終
り
に
－
有
は
二
っ
ゆ
り
す
へ
の
略
也

　
此
外
は
み
な
っ
き
す
へ
に
語
り
て
上
を
長
く
ゆ
る
を
嫌
ふ

補
注
＠
　
っ
き
す
へ
は
ゆ
り
す
へ
の
略
也
中
音
に
も
拾
に
も
あ
り
初
重
に
は
多

　
あ
り
上
を
随
分
短
く
ふ
り
て
下
を
す
へ
る
上
の
長
き
を
大
に
嫌
ふ

補
注
＠
　
こ
と
は
り
は
一
字
上
の
所
に
用
ゆ
持
ま
へ
の
地
調
子
よ
り
少
し
浮
を

　
云
乙
の
所
に
有
乙
に
て
少
し
う
く
也
此
次
の
字
極
て
あ
た
る
と
心
得
へ
し

補
注
＠
　
乙
の
所
に
有
は
甲
へ
あ
げ
ず
乙
な
り
に
は
る
を
云
二
字
上
の
処
に
１
用

　
ゆ
補
注
＠
　
う
く
と
は
格
別
調
子
を
改
め
す
持
ま
へ
よ
り
一
段
う
く
を
い
ふ
三
重

　
を
初
重
に
一
字
浮
あ
れ
は
其
次
の
字
あ
た
る
と
知
へ
し
中
音
に
一
字
う
き
有

　
は
其
次
の
字
い
ろ
お
と
し
に
な
る
な
り
中
音
に
て
う
き
の
次
あ
た
る
は
音
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
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口
説
の
違
ふ
た
る
と
云
も
の
に
て
う
き
の
律
に
あ
ら
ず
う
は
調
子
た
る
人
此

　
の
う
き
の
次
が
多
は
あ
た
る
也
乙
に
て
う
げ
ぱ
こ
と
は
り
と
云
て
苦
し
か
ら

　
ね
共
に
て
は
こ
と
は
り
と
い
ひ
初
重
に
て
は
う
き
と
云
は
口
説
と
初
重
と
声

　
ヅ
ラ
　
貞
が
違
ふ
故
也

補
注
ゆ
　
此
う
く
と
云
は
入
節
の
前
張
節
の
前
に
も
よ
ほ
し
て
う
い
て
か
二
る

　
時
に
用
る
節
也

補
注
ゆ
　
は
る
と
は
一
段
調
子
を
其
持
ま
へ
よ
り
上
る
所
に
用
其
所
々
の
も
ち

　
ま
へ
の
調
子
を
考
て
は
る
へ
し

補
注
ゆ
　
あ
た
る
と
は
上
の
節
並
の
声
な
り
に
自
然
と
声
ひ
ぞ
り
て
あ
た
る
と

　
心
得
へ
し
す
ら
り
と
声
ろ
く
に
行
ず
ひ
ら
り
と
声
の
ひ
ら
め
く
を
云
ア
テ
と

　
云
は
態
と
っ
き
あ
て
る
を
云
あ
た
る
と
は
自
然
に
あ
た
る
を
云

補
注
＠
　
入
と
は
甲
へ
高
く
っ
き
上
る
事
に
て
只
か
ん
へ
上
る
ぱ
か
り
に
は
非

　
す
声
づ
か
ひ
和
ら
か
に
し
て
声
裏
へ
ま
は
る
に
て
は
た
し
裏
へ
の
ぞ
む
心
あ

　
り
と
心
得
へ
し
し
は
り
共
し
ほ
る
と
も
入
と
も
云
只
か
ん
へ
上
る
ぱ
か
り
に

　
て
は
味
放
し
其
意
味
を
と
く
と
考
知
へ
し

補
注
ゆ
　
中
下
ケ
と
は
多
は
入
節
の
次
に
あ
り
警
は
二
字
上
の
文
字
の
上
の
字

　
を
入
と
き
は
次
の
字
を
中
へ
下
て
共
次
を
と
く
と
乙
へ
お
と
す
也
一
字
上
の

　
字
を
入
と
き
は
其
次
す
ぐ
に
乙
へ
お
と
す
と
知
へ
し

補
注
＠
　
ふ
る
と
云
は
声
真
直
な
ら
す
一
ふ
り
ふ
る
事
也
ゆ
る
と
云
へ
は
長
く

　
ふ
る
と
い
へ
は
短
か
し
と
心
得
へ
し
ゆ
り
は
中
に
て
上
へ
ゆ
り
上
る
也
ふ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

　
と
云
へ
は
中
よ
り
乙
へ
ふ
り
下
る
也
共
持
ま
へ
の
調
子
よ
り
は
乙
へ
め
ら
す

　
所
に
用
と
知
へ
し

補
注
＠
　
ふ
り
下
ヶ
と
は
甲
よ
り
乙
へ
お
と
す
に
す
ら
り
と
ら
く
に
お
ち
ず
甲

　
よ
り
乙
へ
う
げ
取
文
字
を
ふ
り
受
取
に
請
取
を
云

補
注
ゆ
　
中
廻
し
に
二
通
り
有
中
く
り
上
共
云
中
音
に
有
は
中
音
の
持
ま
へ
の

　
律
に
て
二
ゆ
り
ゆ
り
て
三
め
を
少
し
上
へ
っ
き
上
て
中
音
の
律
よ
り
下
る
乙

　
へ
お
と
し
て
初
重
の
律
へ
引
下
ケ
て
次
の
字
に
て
中
音
の
律
へ
た
を
す
也
折

　
声
の
中
く
り
上
は
折
声
の
二
段
め
に
有
其
二
段
の
律
に
て
二
ゆ
り
ゆ
つ
て
少

　
し
上
へ
っ
き
上
て
初
重
の
律
よ
り
は
高
く
中
乙
へ
引
下
る
也
引
下
る
時
っ
き

　
上
た
る
音
を
と
り
直
し
て
気
を
ひ
つ
は
り
て
中
乙
へ
引
下
る
也
此
節
に
又
病

　
生
し
や
す
き
也
中
に
く
り
上
ゆ
へ
に
っ
き
上
る
所
も
さ
し
て
苦
労
た
ら
ず
声

　
は
ら
ざ
る
ゆ
へ
に
気
も
は
ら
す
力
た
ゆ
む
へ
に
っ
き
上
た
る
所
に
て
声
の
吟

　
ひ
ぞ
り
て
正
し
か
ら
ず
其
吟
か
は
り
た
る
た
り
に
引
下
る
ゆ
へ
に
節
の
律
違

　
ふ
事
此
病
人
々
に
多
き
事
た
り
能
々
考
知
へ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
キ
フ
シ

補
注
＠
　
お
と
し
と
は
折
音
に
ぱ
か
り
有
て
外
に
無
節
也
二
段
め
の
律
の
所
に

　
有
思
ひ
が
げ
な
く
お
っ
る
を
よ
し
と
す
前
の
字
よ
り
催
し
て
お
と
す
を
嫌
ふ

　
催
す
と
は
お
と
さ
ん
と
思
ふ
心
に
て
浮
て
か
る
を
云
也
波
多
野
流
に
て
は
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
ソ

　
を
大
き
に
嫌
ふ
中
野
検
校
毎
度
此
事
を
論
ぜ
ら
れ
た
り
前
田
流
に
て
は
前
の

　
一
字
を
長
く
引
て
至
極
催
し
て
お
と
す
也
是
波
多
野
流
と
の
違
な
り
お
と
し

　
や
う
は
少
し
声
ひ
ぞ
り
心
に
お
と
せ
と
も
全
く
ひ
ぞ
る
に
も
非
す
ひ
ぞ
る
と



　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヒ
．
タ

　
ひ
ぞ
ら
ざ
る
と
の
問
な
り

補
注
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
　
三
字
上
中
四
字
上
中
五
字
上
中
み
な
同
意
な
り
此
節
は
口
説

　
に
あ
り
口
説
の
持
ま
へ
は
乙
に
し
て
上
の
所
は
甲
也
中
音
の
律
ま
て
上
る
を

　
云
也
中
と
は
上
下
の
間
に
て
節
の
形
し
り
下
が
り
に
語
る
と
心
得
へ
し
上
中

　
に
て
も
上
々
中
に
て
も
律
を
お
と
さ
ず
上
の
律
に
て
し
り
さ
が
り
に
１
す
れ
は

自
然
と
律
も
尻
さ
が
り
に
一
段
下
り
て
中
の
所
に
。
至
る
也
調
た
と
に
て
い
ろ

　
お
と
し
と
云
類
也
律
を
下
げ
す
節
を
し
り
さ
が
り
に
云
を
い
ろ
お
ち
と
云

（
注
）

◎
館
山
漸
之
進
『
平
家
音
楽
史
』

＠
今
日
定
説
と
し
て
言
わ
れ
て
い
る
波
多
野
流
検
校
の
系
譜
は
、
注
◎
書
に
引
か
れ

　
る
藤
村
性
禅
の
説
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

波
多
野
孝
一
　
　
岸
部
検
校

村
検
校
　
　
藤
村
検
校

岸
良
検
校
　
　
権
田
検
校

寺
内
検
校
　
　
奥

　
　
し
か
し
、
解
説
文
中
に
触
れ
た
よ
う
に
、
波
多
野
孝
一
の
没
年
の
慶
安
四
年
（
一

　
六
一
五
）
と
い
う
年
か
ら
考
え
て
、
岸
部
・
岸
良
検
校
の
活
躍
時
期
で
あ
る
十
八
此

　
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
ま
で
に
は
相
当
の
年
の
隔
り
が
あ
る
。
今
後
、
『
平
家
音

　
楽
史
』
を
含
め
て
、
基
礎
的
な
資
料
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

＠
古
典
文
庫
第
一
〇
九
冊
『
追
増
平
語
偶
談
』

＠
同
＠
参
照
。

＠
そ
の
他
「
竹
葦
老
」
な
ど
。

＠
『
平
家
音
楽
史
』
で
は
、
こ
の
部
分
を
他
二
箇
所
で
引
用
し
て
い
る
が
年
号
を
「
寛

　
永
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
十
七
世
紀
初
頭
の
も
の
で
あ
り
、
明
ら
か
に
あ
や
ま

　
り
で
あ
る
が
、
記
事
中
の
「
桜
町
上
皇
」
と
い
う
呼
称
か
ら
す
れ
ぱ
「
寛
延
」
で
あ

　
　
　
　
　
奥
村
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翻
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¢＠◎ る
か
も
知
れ
な
い
。

　
た
だ
し
、
館
山
氏
は
、
中
野
順
一
を
前
田
流
の
人
に
加
え
る
。

同
◎
の
荻
野
検
校
知
一
の
箇
所
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
平
家
正
節
首
本
目
、
河
瀬
死
後
、
秦
野
平
曲
、
失
其
傳
、

そ
し
て
、
荻
野
検
校
が
「
秦
野
之
業
」
を
再
ぴ
明
ら
か
に
し
、
石
塚
検
校
に
伝
え

　
た
と
い
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
冨
倉
徳
次
郎
氏
も
『
平
家
物
語
研
究
』
で
述

　
べ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
尾
崎
家
蔵
『
平
家
正
節
』
の
序
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叩

　
　
　
当
是
之
時
一
有
二
河
瀬
検
校
葎
二
秦
野
氏
平
曲
一
又
従
学
（
中
略
）
自
二
河
瀬

　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
タ
　
　
凹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
７

　
　
　
没
一
而
後
秦
野
氏
之
傳
絶
復
継
者
荻
野
氏
績
為
レ
多
而
援
二
之
石
塚
検
校
一

　
と
あ
る
。

　
『
三
代
関
』
に
よ
ぱ
れ
、
河
瀬
検
校
の
権
成
は
、
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
で

あ
る
。
二
人
の
活
躍
時
期
を
推
測
す
る
一
つ
の
目
や
す
に
。
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
付
記

　
奥
村
家
の
当
道
関
係
文
書
の
調
査
は
、
現
在
調
査
を
ほ
ぽ
完
了
し
、
今
後
報

告
す
る
予
定
で
あ
る
。
奥
村
家
の
調
査
を
と
も
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
前

田
美
稲
子
先
生
に
は
多
く
の
御
塑
言
、
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
奥
村
家

を
紹
介
し
て
い
た
だ
ぎ
、
常
に
励
ま
し
の
お
言
葉
と
御
妙
言
を
い
た
だ
い
て
い

る
山
下
宏
明
先
生
、
草
稿
を
て
い
ね
い
に
検
討
し
て
下
さ
り
御
指
導
を
賜
わ
っ

た
大
西
善
明
先
生
、
そ
し
て
、
快
く
所
蔵
の
文
書
の
調
査
を
御
許
可
下
さ
っ
た

奥
村
俊
郎
氏
御
夫
妻
に
は
、
心
か
ら
の
感
謝
を
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い
。
ま

た
、
本
書
に
っ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
当
道
座
の
研
究
、
平
家
物
語
論
へ
の
論
及

等
、
残
さ
れ
た
課
題
は
山
積
み
に
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
改
め
て
稿
を
重
ね
、

平
家
物
語
研
究
に
遇
進
し
、
恩
師
故
里
井
陸
郎
先
生
の
御
学
恩
に
報
い
る
つ
も

り
で
あ
る
。

六
五
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